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カケハシ・プロジェクト招へいプログラムの記録 

対象：沖縄プログラム第 2陣（米国） 

 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として，米国から高校生及

び引率者 25名が 2019年 3月 12日～3月 19日の日程で来日し，日本の政治，経済，社

会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的としたプログラムに参加しまし

た。講義，視察，日本人との交流などを通じて幅広く日本を理解する機会を持ち，各々

の関心事項や体験について SNSを通じて対外発信を行いました。また，帰国前の報告会

では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しま

した。 

 

【参加国・人数】 

米国：25名 

 

【訪問地】 

東京都，沖縄県 

 

２．日程   

3/12(火) 来日  

3/13(水) 【オリエンテーション】 

【講義】東海大学 アンドラディ 久美 氏  

【視察】お台場 

東京都から沖縄県へ移動  

3/14(木) 【歴史的建造物】首里城 

【視察】牧志公設市場，国際通り 

【ホームステイ対面式】 

3/15(金) 【ホームステイ】  

3/16(土) 【ホームステイ歓送会】 

【平和関連視察】チビチリガマ，シムクガマ 

【歴史的建造物】座喜味城跡 

【視察】道の駅かでな 

3/17(日) 【自然体験】干潟，さんご畑 

【歴史的建造物】残波岬灯台 

【ワークショップ（報告会準備）】  
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3/18(月) 沖縄県から東京都へ移動  

【最先端技術】千葉工業大学東京スカイツリータウンⓇキャンパス  

【視察】東京スカイツリー 

3/19(火)  【成果報告会】 

【歴史的建造物】成田山新勝寺 

離日   

 

３．プログラム記録写真  

  

3/13【オリエンテーション】 3/14【ホームステイ対面式】 

  

3/14【視察】首里城 3/15【ホームステイ】 

  

3/17【ワークショップ（報告会準備）】 3/19【成果報告会】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ このプログラムで一番良かったのはホームステイです。視察や講義から離れてのん

びりし，読谷村での日常生活を体験することができました。ホストマザーとは想像以上

に仲良くなることができました。今後も連絡を取り合っていきたいと思っています。大

きな言葉の壁や文化の違いはありましたが，そのような違いがあっても大切な関係を築

けることが分かりました。 

 

◆ ホームステイの経験はとても素晴らしく，かけがえのないものになりました。最初

は観光地に行きましたが，そのあとは地元のカフェや農家直売の市場などにも行きまし

た。伝統的な楽器の弾き方を教わり，沖縄の伝統的な食べ物もいただきました。この経

験は，いつまでも私の中に残り，生涯忘れることはないでしょう。 

 

◆ 東海大学のアンドラディ氏の講義は完璧でした。日本の文化，歴史，伝統について

私たちは多くのことを学びました。先生のお話は，その後のプログラムの展開を左右す

る重要な講義となりました。来日前は日本文化や伝統についてあまり知りませんでした

が，先生のお話を聞いて，日本での正しい振るまい方について学び，自信がつきました。 

 

５．受入れ側の感想 

◆ ホストファミリー 

子供たちは堂々としており，食後も時間をかけて 4名で楽しく会話をしている姿に

好印象を受けました。初日の夕食に巻きずしやとんかつなどを一緒に作れたことは良

かったです。孫たちとも積極的に遊んでくれました。 

 

◆ ホストファミリー 

異文化に触れることで刺激を受けることができ良かったです。子供たちのコミュニケ

ーション能力が高いことに驚きました。 
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６．参加者の対外発信  

 

 

平和関連視察についての発信(Facebook） 

チビチリガマとシムクガマという二つの洞窟

に行き，その歴史について学びました。興味

深く，悲しい歴史でした。 

カケハシ・プロジェクトについての発信

(Instagram) 

日本語はできませんが，日本人は皆フレ

ンドリーで親切でした。色々な人に会っ

て新しい見方ができるようになるのが楽

しいです。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

アクション・プランの発表 

チコ市統一学区の教育委員会のメンバー，大学・高校の生徒や先生方，地域の住民の

方，家族・友人に対して日本での経験のプレゼンテーションを行う。また今回のプロ

グラムがどのように私たちの生活に影響を与えたかということも話したい。ホストフ

ァミリーとは連絡を取り続け，将来日本を再訪する。 

 


